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成 を示 した。生後の内皮細胞 において,vWFを
含む全ての抗体に陽性 を示す ものは,血 管内皮細
胞からリンパ管内皮細胞が分化する段階のもの と
考 え られ た。 また,VEGF-C,-D,　VEGFR-3
に陽性を示す細胞は,歯 髄中央部のみならず辺縁
部でも,リ ンパ管形成が起 こることが認め られた。
象牙 芽 細 胞 や ヘ ル トヴ ィ ッヒ上皮 鞘 で も,
VEGF-C,-D,　VEGFR-3に対 し陽性 を示 した。
従って,こ れ らの因子はリンパ管の分化や誘導だ
けでなく,リ ンパ管が象牙芽細胞の分化や誘導,
歯根の形成 にも役割を果たしている可能性が考 え
られた。
　7)マ ウスの歯牙発生におけるリンパ管形成制
御に関する免疫組織化学的検索
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　 リンパ管形成に重要な役割を果たす因子として,
血 管 内皮 細 胞 増 殖 因子(VEGF)の一 種 で あ る
VEGF-Cや一D,両者の受容体のVEGFR-3がある。
　本 研究 で は,VEGF-C,-DおよびVEGFR-3
を指標 とし,マ ウスにおける歯牙発生,特 に下顎
第一大臼歯歯乳頭および歯髄の リンパ管形成制御
機序 を解明す る目的で,免 疫組織化学的に検討 を
行った。 さらに,血 管内皮細胞とリンパ管内皮細
胞 とを区別するために,血 管内皮細胞 に特異的で
あるvWFを用いた。
　 胎 生14日齢 の歯 乳 頭で は,VEGF-C,-D,
VEGFR-3に対 して間葉細胞が陽性 を示 し,胎生
17日齢以降は内皮細胞に も陽性 を示 した。生後
において,全 ての抗体に陽性を示す血管内皮細胞
と考 えられ る細胞が存在す る一方,VEGF-C,
-D,VEGFR-3に対 して陽性 を示 し,　vWFに対
して陰性を示す リンパ管内皮細胞 と考えられるも
のも存在 した。発生初期から陽性 を示す細胞 は,
歯髄中央部のみならず,辺 縁部でも認められた。
生後0日齢以降の象牙芽細胞やヘル トビ ッヒ上皮
鞘で もVEGF-C,-D,　VEGFR-3に対 して陽性
を示 した。
　 今 回の結果 か ら,VEGF-C,-D,　VEGFR-3
に対 して陽性 を示す未分化間葉細胞が胎生14日
齢の歯乳頭で存在 し,胎 生17日齢で リンパ管形
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